




（参考）本格的営農でない農への関わりに対する地方自治体の支援例

本格的営農でない農への関わり
の支援施策例

概要

半農半Ｘ支援事業（島根県） ○兼業収入等を加えた「半農半Ｘ」型の就農に対して、移住から定住までの各段階において
総合的な支援を行い、就農希望者の農村への定住促進と、県内農業・農村の担い手の育成・
確保をめざす。
○市町村が「半農半Ｘ定住モデル」を作成し、併せて「半農半Ｘ実践者」を認定。
○半農半Ｘ実践者が就農前に行う農業研修期間中の経費を助成。
○半農半Ｘ実践者の定住・就農開始後の経費を助成。

農ある暮らし入門研修（長野県） ○農業や自然を身近に触れ合う「田舎暮らし」や、「農ある暮らし」への志向が高まる中、
農業に興味を持ち、将来長野県内へ移住を希望する方や、移住した方等を対象とした農業に
親しむ体験型研修を実施。
○対象者：移住希望者、移住者、定年退職者など
○研修内容
・農業の基礎の座学や実習及び田舎で暮らすための現地視察
・実習：農具の使い方、種まきから収穫まで、野菜、水稲、果樹、花き等の栽培技術の基
礎等について実習を通じて学ぶ

・座学：農業や田舎で暮らすための基礎知識について学ぶ
・視察：Ｉターン農家や先輩移住者の体験談を学ぶ
・その他：就農についての個別相談を実施
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○ 地方自治体では、国の施策では対象とならない、本格的営農でない農への関わりについて、単独事業で支
援している例がある。
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